
農村 の婦女、都市の婦女

中国映画 『李双双』 をめ ぐる一考察

好並 晶

1.は じめに

1940年 代から"四 大名旦"1と して名を馳せ、いわゆる"十 七年電影"2時 期にも人気を博

した映画女優 ・張瑞芳が、2012年6月28日 、94歳 の年齢で鬼籍 に入った3。 張瑞芳主演

映画の代表作、「李双双』(1962)4を 改めて鑑賞すると、若 き彼女の扮する農村女性が、勝

気で明るく映像の中を闊歩する。眉間に嫉を寄せ、中空を目卑睨する姿態を得意 とする張瑞

芳の演技を、筆者は決 して好まなかったが、農婦役の彼女か らはその堅苦 しさが薄れ、純

朴な可愛気 さえ感 じられる。

その時、とある疑問が浮かんだ 張瑞芳扮する農婦 を代表とする当時の農村婦女は、

映像から感 じられるように自由闊達に社会進出を果たし得たのだろうか?第 一その人物形

象は、映画媒体が担った社会主義宣伝任務に副ったものなのか?。 この疑問を抱 くと

同時に、次のような 「推論」が脳裡 を掠める。

農民たちは確かに、新中国の農地改革により地主の搾取から解放 され、自らの土地を得

て農業生産の主力を担 うこととなった。女性たちも 「男女平等」5の権利のもと、農地に出

て生産に勤 しんだであろうが、大増産を狙 う 「大躍進運動」6が夜 も昼 もない無謀な労働競

争 という男性性の強い政策であったことか ら、農婦 は体力的に生産の主戦力たり得なかっ

たのではないか。

対照的に、党の政策方針が迅速に伝達 される都市生活圏においては、「男女平等」の意

識が早 くに浸透、労働を通じて女性の社会進出が普遍的になったと考えられる。「新 しい

友人 と共 に楽 しめて、5～60年 代 に戻った気分だよ」 と喜ぶ初老の男性達が登場する90

年代後期の映画7で は、男性が女性の代わりに夕食の料理 を手際良 く作 る。家事分担 とい
　に　った　が 　　 を　 る

う要素に過ぎないが、"誰 先回来,誰 倣飯"と いう当時の生活習慣の再現に、都市 におけ

る夫婦関係の 「平等」性がある一定のレベルで実現 されていたのではないか。

本論ではこの推論に対 し 「映画」 というフィルターを通 して一考を施 してみたい。新中

国社会における農村女性の社会進出を奨励 ・称賛する主題を持つ映画 『李双双』における

婦女形象の立ち位置を、同年製作の都市題材作品 『女理髪師』(1962)8と 対照 しながら考

察を進めることとする。
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2."十 七年喜劇電影"が 辿った足跡

"十七年電影"史 において
、上記の 『李双双』 と 「女理髪師』は共に 「喜劇」映画9と 定

義されている。社会主義国家建設事業の上での 「喜劇」映画創作は政策変化 と共に複雑な

経緯をたどっているため、先ずは本節にて簡潔にその流れを追い、同時に 「李双双』・『女

理髪師』両作品の 「喜劇」の性向をも確認してお きたい。

建国以後、映画は社会主義国家建設のために人民の啓蒙 ・教導を推進するツールである

と規定 される。それゆえ、映画作品で描かれるのは労働者 ・農民 ・兵士="工 農兵"英 雄

人物に限られ、内容は堅苦 しく物語展開 も公式化、製作本数も激減することとなる10。そ

れ を問題視 した党中央は、「中央人民政府政務院による映画制作 の強化工作に関す る決

定」11を 出し、映画製作 の挺入れを試みる。その際提案 されたのが、新社会の問題点を

「調刺」という手段で灸 り出す、ソ連の喜劇映画を見習 うことであった。党に対する人民

の意見や批判 を受け入れる 「双百方針」時期12と 相侯って、1956年 、「喜劇」映画の制作

が開始 された。1930年 代、上海の喜劇俳優であった呂班13は 、党内に見える官僚主義者

や、正規戒律を振 りかざす文芸関係者を嘲笑する 「調刺喜劇」映画を連作14、一時人気を

博 したものの、彼の作品は翌1957年 の 「反右派闘争」で一転 「社会主義社会を乱す大毒

草」 と批判され、呂班 も 「右派分子」の筆頭 として映画創作現場か ら永久追放されるに至

る。その煽 りを受けて他の 「喜劇」映画 も批判の矢面 に立たされ、調刺性 を有 した 「喜

劇」映画制作は禁忌 となる。

1958年 より始まった 「大躍進運動」は人民大衆のユー トピア幻想をこの上な くかきたて

た。当時濫造された"芸 術性記録片"15は ドキュメント映画の体裁を採 りつつも、実現が到

底不可能な生産業績の樹立、共産主義社会への跳躍などを描 き続け、新社会建設事業への

極度な楽観主義を顕示 した。翌1959年 には 「建国十周年記念映画」製作計画が提起され

るが、その題材の中に 「明るく軽妙 な作品が無い」ことを、当時党文化部副部長の職に

在った夏街16が 指摘、ここで 「喜劇」映画の再興が試みられる。但 し、落伍 した人物や事

象を 「調刺」することは忌避され、完成 した作品は好い人物 しか登場 しない、その人物が

自己の幸福 よりも公的事業 を優先す るという、「歌頒性喜劇」 と称されるものであった。

このスタイルの 「喜劇」は、「大躍進運動」中の 「楽観主義」 を反映 した 「喜びの劇」 と

称するに相応 しい。この、「喜劇」に不可欠 とされていた 「調刺」手法を用いない 「社会

主義中国の新品種」17と称揚 される 「歌頒性喜劇」であったが、登場人物称賛だけの叙述

形式 と、「登場人物の誤解 と、物事の偶然性」で しか 「笑い」の発生点を構築できない状

況では作品を量産することができず、結果 「五朶金花』(1959)と 『今天我休息』(1960)

のみで創作が頓挫 してしまう18。

「大躍進運動」が失敗、1961年 の 「調整政策」において、「歌頒性喜劇」の主題である
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「社会主義社会新現象、新人物の称賛」を継承 しつつ、生活範疇の中で立ち後れた思想を

持った人物への軽度な 「課刺」を物語内に織 り込んでい くという、「軽喜劇」のスタイル

が構築 された。映画創作方針の転換19を 訊いた映画関係者たちは討論 を繰 り返 し、この第

三の 「喜劇」創作に力量 を傾注 してい く。"十 七年電影"時 期 における 「喜劇」映画の佳

作 とは概ねこの時期に創作 されたもので、「李双双』・「女理髪師』 もこの 「軽喜劇」に属

する。とりわけ 『李双双』は傑作 として後年に名を残 している。

3.『 李双双』 と快活 な女主人公

3-1.物 語梗概 と原作 「李双双小伝」

先ず、映画 「李双双』 の物語 を紹介 しよう。

河南省の農村に住む孫喜旺の妻 ・李双双は考えを直 ぐに口に出す快活な農婦だ。面

倒事を嫌 う夫の喜旺は妻の御節介ぶ りに眉を墾めている。日寺は農業集団化が推進され

る1960年 初頭。人民公社化する農村では、農民個々の労働評価 を如何に平等 に行な

うか、議論が進められていた。

双双は家で暇を持て余す農婦達 と共に、農地水路工事に勇んで協力する。その有能

な働 きぶ りは、「女 に労働は無理」と決め付けていた若い公社幹部 ・二春を驚かせる

が、喜旺には何の得にもならない と罵 られ、双双は早速喧嘩腰 だ。女性のみならず、

農民の労働量に不均衡が起こる背景に、"工 分"(労 働点数)記 録の不明瞭 さが関係 し

ていることに気付いた双双は、労働点数の平等評価を求めて"大 字報"を 貼 り、村の

党支部書記 に認められる。 こうして、村民 には点数手帳が配 られ、喜旺と人民公社

員 ・孫有の娘、桂英が点数記録係に任命された。

農民達の労働点数は党支部書記や人民公社幹部によって決められるが、古い付 き合

いである生産隊長の金樵や孫有に対 して、甘い点数をつけてしまう喜旺。双双は人民

公社に出向き、夫を含める三名を訴えた。任務 と情に挟まれた喜旺は、家出のブリを

して双双にこれ以上口を挟むなと言いつけるが、正直者の双双はやはり金樵 たちの不

正を告発する。愈 々腹 を立てた喜旺は輸送隊に加わ り、本当に家出をして しまった。

辛さに涙する双双。

農村では、双双が婦女生産隊長に選出された。金樵の妻 ・大鳳は、自分の夫を告発

した双双に反発するが、双双の説得で生産隊に加わるようになる。双双の人徳を知る

二春は、桂英との拗れた恋仲 を彼女に取 り持 って貰 う。双双の活躍で農村は大豊作、

農地には彼女 らの歌声が響 き渡った。

輸送隊の仕事から帰った喜旺は婦女生産隊の活躍に目を見張る。 しか し、双双に利
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己主義 を責 め られ た喜旺 はまた も家 を飛 び出す。が、今回 は輸送隊の労働 中に私腹 を

肥や してい る金樵 と孫 有 に対 して毅 然 と批判す るためで あった。 ……ある晴れの 日。

河畔 で竹 笛 を吹 く喜 旺。や って きた双 双 に喜旺 は言 う。「本 当 に、お前 は変わ るご と

に綺麗 になってい くなあ。」20

この映画版 『李双双』の脚本 は、作家 ・李准 による原作短篇小説 「李双双小伝」21より

原作者自らが改編 したものである。この原作版 「李双双小伝」が脱稿されたのが1960年2

月、「大躍進運動」の熱狂が既に常軌 を逸 した頃である。それを反映するように、原作に

描かれる主人公 ・李双双は 「大躍進」の時代を生 きる理想の女性英雄に相応 しい姿を見せ

る。

家族や子供たちの食事を作 らねばならない農村女性たちが水利事業に専心できない

事に不満を感 じる双双は、集団食堂の建設を訴 えて党支部に歓迎、建設を実現 させ

る。嘗て高級 レス トランの料理人であった夫の喜旺が炊事係になるが、衛生管理の怠

慢や昔の仲間である金樵への優遇が答められ、妻の双双が代わ りに食堂をきりもりす

る。彼女は衛生管理の徹底や新式メニューの開発、旧思想を棄てきれない人物(金 樵

と孫有)へ の批判闘争 に尽力 し、遂には集団食堂内の全オー トメーシ ョン化 に成功、

北京で挙行 される群衆英雄大会に出席することとなった。養豚部隊に移った夫の喜旺

が言う。「俺 もお前に追い着いてみせる1」22

「大躍進」事業に革命的功績で応える李双双は、この時期の流行語、"放 衛星"=人 工衛

星 を打 ち上げる程の大躍進 を実現 した農村婦女 として浮 き彫 られている。 しか し映画版

「李双双』 には、双双が闘争の舞台 とする 「集団食堂」のプロット自体が移 し込まれてい

ない。何故なら、本作がクランクインした1961年 には既に 「集団食堂」が全面的に破産

してお り、「大躍進」政策の総体的失敗 を象徴す る事象 と化 していたか らである。原作

「李双双小伝」を読み進めるにつれ、双双の人物形象が 「大躍進」の熱病 に搦め捕 られ、

成 し遂げる功績 も非現実的に、口にする言葉 も公式的になってい くのが見 える。例えば、

党支部書記か ら"政 治掛帥(政 治最優先)"の 理念を聞いた李双双は、夫の喜旺 に語る。

「私たちは党に従 うだけでなく、毛主席にも従い、党を熱愛 し、党が提起する全てを遵守

せねばならないわ。その規律 を破った者 とは闘争あるのみなのよ」。これは普 く"芸 術性

記録片"の 主人公が同志達に語る常套句であり、現代の眼か らすれば頗る興醒めな台詞で

あるが、これこそが 「大躍進」という特殊 な時代における、一種の文学表現である事実を

認識すべきであろう。
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3-2.映 画版の李双双と本作における 「笑い」のファクター

それを裏付けるように、「李双双小伝」は当時の読者から大いなる反響を獲得する。「歌

頒性喜劇」 と見なされる映画作品 『今天我休息』を撮った監督 ・魯劒はそれを知 り、李准

と映画化の議論に入る。李准は 「集団食堂」プロットを 「農村女性の労働参加、労働点数

の公平な配分」に置き換え、前節の梗概のように映画版の文学脚本を改編 した23。張瑞芳

が演 じる映画版の李双双は"政 治掛帥"の 常套句 を口にすることもなければ、孫有や金樵

といった旧思想の持ち主 と直接政治闘争を展開するでもなく、まして村落組織の機械化を

達成する労働英雄にはならない。この時既 に、「人躍進」的叙述は用 をなさな くなってい

たのである。だが、明るく溌刺とした、直情的で言いたいことはす ぐ口に出す、曲がった

ことが嫌いなその性格は映画版の李双双に継承 された。

「大躍進」時期の 「歌頒性喜劇」映画が、肯定的人物 しか登場 しないという狭隆な条件

で創作 される中で、「喜劇」映画が社会的に落伍 した者を醜 く描 き、その批判対象 を嘲笑

することが出来なくなったのは前述の通 りである。ならばどのように肯定的な人物形象の

みで 「喜劇」を成立せ しめるのか。ある論考24は 、肯定的人物の"美 化"だ けではその人

物形象を単一化 ・偏向化させ、喜劇的効果 も落伍者を"醜 化"す る形式ほど強力なもので

はなくなる、と述べる。

そこで運用 されたのが、双双の夫 ・孫喜旺の形象に厚みを加 える方策であった。原作

「李双双小伝」では妻の双双の 「躍進」振 りに存在感が薄いが、映画版の彼 は、妻のや り

過 ぎや言い過 ぎにヤキモキし、党支部書記に妻を褒められるや有頂天になる。また、昔馴

染み との義理 と社会規則に挟まれて困惑するか と思えば、双双に利己主義者だと指弾され

家出まで してしまう。このように、ヒロイン李双双 と上手に絡み合い、彼女の人物形象を

引 き立てる役を、彼が劇中でこなしている。映画史研究者である饒曙光は、本作が 『快階

李翠蓮』25『嬰寧』26など伝統戯曲説唱 ものが提示する"旦""醜'モ デルを継承 している、

と指摘する27。"醜"が 滑稽なや りとりを繰 り返 して"旦"の 美を引 き立てるという、この

伝統芸能形式に基づいて、「大躍進」の熱狂で肯定的人物形象 しか描けなくなった 「喜劇」

に"醜'の 人物 を再登場 させ、「笑い」の要素 を強化 したのである。ただ、人物 を嘲笑す

る 「調刺喜劇」の時期 と異なるのは、"醜"の 形象が徹底批判 される対象では決 してなく、

肯定的人物に教導 され(本 作中では双双に罵られ)、 結果的に肯定的人物の隊伍へ と受容

される点である。この"醜 化"人 物=孫 喜旺役は、人気俳優仲星火が 「歌頗性喜劇」映画

「今天我休息』から続投の形で担当し、明るく溌刺 とした農婦李双双 と対照的な、男権思

想を振 り騎す割に煮え切 らない性格で可愛げのある朴訥な農民を好演、本作の 「笑い」の

発生点に貢献 している。当時の観客に 「人 と成 りを見るなら李双双、演技を愉 しむなら孫

喜旺」28と評価 されていたことからも、本作の 「笑い」が李双双のみでは成 し得ず、"醜"
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役の孫喜旺の滑稽な魅力があってこそであることが判る。そ して、この 「喜劇」性の強化

により、原作小説 に描かれていた硬質な労働英雄 ・李双双の人物形象 もかなり穏やかに

なった。

3-3.「軽喜劇」と 「日常」への回帰

当時の 「軽喜劇」 と言われる劇種は、映画評論家 ・馬徳波の規定に拠れば 「矛盾があっ

ても激 しい ものである必要はなく、衝突があって も強烈なものである必要はない。調刺が

あっても辛辣である必要はなく、歌頒 も極度に高 らかなものである必要はない」29とのこと

だが、この規定に照らして言えば、原作 「李双双小伝」から映画版 『李双双』への変更は

まさに、激 しく強烈な矛盾衝突が緩和 され、彼女個人への高調な歌頒 も鳴 りを潜め、寛容

性に富んだ調刺(夫 ・孫喜旺に対するもの)が 加えられたものである。繰 り返 しになる

が、これは党指導部か ら数多群衆までが、「大躍進運動」の熱狂か ら醒めたことの顕れで

ある。だが、高らかに称揚する必要のなくなった李双双が、映画版を通 して後代まで記憶

されるのはなぜか。それは、原作の李双双が 「大躍進運動」を支持 ・参与する者 として

「政治イデオロギー」の土台の上に構築 されたのに対 し、映画版の李双双が、民意に近 し

い 「日常」のレベルへ と回帰 したからではないか。

ここで、原作小説にはない李双双の姿 を映画版から拾い上げてみよう。

原作では人民食堂の中に解放式水車 を隠し持っていた金樵であったが、映画版では生産

隊の副隊長に変更 されている。彼は生産隊の仕事で家を空けることが多いため、労働点数

の 「救済」点数を得ようとするが、点数配分会議に同席 した李双双が強 く反対する。金樵

も、また他の家には口を出すなと双双を諌めていた喜旺 も怒って家 を出てい く。翌 日、双

双は金樵の家を訪ね、妻の大鳳の様子をうかが う。「何 しに来たの?家 庭不和 を起 こさせ

てもまだ気が済まない?」 と不機嫌な大鳳のお腹には、数か月の赤ちゃんがいた。それを

知 った双双 は言 う。「怒 らせて しまったわね。私の所為だわ、いつ も口が きつ くって。
あによめ

さあ、私があ なたの 艘 よ。私 はあ なた よ り経験 があ るわ。大丈夫、旦那 さんが居 ない 問

しっか り面倒見 てあげるか ら1」30

点数配分制度 に対 し厳格 な姿勢 で臨み、私情 を挟 む ことを潔 しとしない毅然 とした李双

双 は、金樵 の妻 ・大鳳の処へ足 を運ぶ。 それ は本来、労働 に出てこない大鳳 を諌 めに来 た

のだが、彼女 に子供が 出来 ていることを知 るや、女性の包容力 を発揮す る。双双の理解や

優 しさに、大鳳 も信頼 を向けるようになる。生産隊長であ りなが ら、農婦の 日常生活 に対

し気 を配 ることので きる女性 らしい人物形 象が、映画版の李双双 に加 え られ てい る場面の

一つであ る。

また、次の ようなエ ピソー ドも加 えられている。
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年頃の村娘 ・桂英は、人民公社社員 ・孫有の娘であり、人民公社幹部の若者、二春 と恋

仲である。労働点数記録員に任命されなが ら、孫有に対する優遇点数を見過ごす桂英に対

し、二春は 「情に流されるのでは君 も脇甲斐ないそ」 と答める。これを機に、二人の関係

が拗れて しまう。二春にいきな り酷いことを言われた と膀 を曲げる桂英に、「相手の事 も

考えなさい、あんたのためを思って言ってくれているのよ」 と双双は諭す。こうしている

問に、孫有の妻が桂英を町の トラック運転手 と結婚させる話を進めていた。それを知った

桂英は、双双に縁談 を断って欲 しい と懇願する。お節介好 きな双双 はその役 を買って出

て、相手に桂英 と二春の仲を話 し、事を円満に収める。双双は桂英の家に寄 り事情を話す

が、桂英の母は人様の家の縁談を台無 しにしたと大憤慨。双双 も負けてはいない。「"包辮

婚"な んて許せるものか1町 の者と結婚させることしか考えないなんて。大体、あの娘が

二春と仲良しなのを知らなかったの1?」
お 　 　

政治イデオロギー的側面から見れば、このエ ピソー ドは親同士の決める"包 瑳婚"へ の

批判 と自由婚姻制度の称賛を示す ものであるが、本来、桂英の結婚に絡む事情について李

双双に介入する責務はない。が、「曲がったことが嫌い」な性格の女性生産隊長 ・李双双

が女性隊列の中で如何に信頼 を獲得 しているか、如何に農村の女性 と 「日常」を共にして

いるかが、このエピソー ドによって浮 き彫 りになっている。この挿話の最後では、生産隊

の仕事か ら帰宅 した夫が言い争いを見聞きし、また他人事に口出ししている双双を見て再

度家出をする、という 「笑い」の場面が組み入れられているが、喜旺は結果的に双双の正

しさを認め、自らの思想 を改めるに至る。

このように、李双双は原作中の 「超人的女性英雄」から、妊娠中の仲間を気遣ってやった

り、若い村娘の意に沿わない結

婚に対 して代わりに縁談 を断っ

てやる、 という 「頼 りになる隊

長のおばさん」へ と変貌 を遂げ

ている。李双双が今 もなお農村

婦女の形象 として大衆に記憶 さ

れているのは、民衆にとってご

く身近な 「日常」 という場に降

り立ち、民衆 特に女性に寄

り添うことので きる体温 を持っ

た人物であったからであろう。
『李双双』公開時ポスター
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4.

4-1.物 語梗概 と改編経緯

で は次 に、都市 の女性 を描 く

『女理髪師』にみえる都市の女性

『女理髪 師』 を検討 してみ よう。以下、物語 を紹介する。

理髪師の仕事を始めたばかりの女性、華家芳は、今 日も掃除用ハタキを相手にカッ

ティングの稽古である。そこへ一通の手紙が。出張中であった国営工場主任の夫 ・老

頁が、今 日帰宅するとの知 らせだ。内緒の仕事をどう打ち明けるかと悩む家芳は、理

髪店での仕事中もボンヤリして男性客の後ろ頭を刈 り込んでしまう。激怒するその男

性客 ・老趙は、出張から帰ってくる老頁を駅に迎えにゆ く同僚であった。 レス トラン

の給仕をする妻を体裁が悪いと嫌がる老趙に、社会主義中国では男女平等であり、職

種に貴賎 などないと老費は諭す。口ではそう言いながら、彼 自身も体裁 を気 にして、

家芳が教師業に就いていると嘘をつ く。一方家芳は、先輩の李大姐やお客の華老師ら

に励まされ、帰宅 した老質に仕事をしていることを打ち明けようとするが、老質は理

髪師など人に軽蔑 される職業だと猛反対。人に敬われる教師職に就 くか、おとなしく

家事に専念 しろと言 う。

翌 日。妻と話 し合った老趙は自分の随弊に気付 き、啓蒙 してくれた老質に礼 を述べ

にやって きた。そ して昨日下手な理髪をした家芳が老質の妻であることを知って怪言牙

に思うが、老賞は家芳が教師をやっている、の一本槍。二人の会話の食い違いに慌て

る家芳の様子を見て、老趙は老質こそ男女平等を理解 しない旧思想の持ち主であるこ

とに気付 き、大笑いする。

理髪業が老頁に知 られないまま月 日は過 ぎ、理髪の腕を磨き上げた家芳は 「女性労

働模範賞」を受ける。その噂は街中に広が り、老頁 も家芳の勤める理髪店にやってき

た。大きなマスクで顔を隠 した家芳=三 番理髪師に髪を切って貰う老頁は、彼女が夫

か ら理髪業に就 くことを反対されていると聞いて、老趙を諭 した時と同 じ口調で男女

平等 を語 り、夫 と断固闘いなさい、 と激励する。そこに新聞記者が取材 にやって き

て、三番理髪師が 自分の妻の家芳であることを知 らされた老質は、店に偶然やってき

た老趙の夫妻や理髪店の従業員に嘲笑されるのだった。31

本作は上海の 「海燕滑稽劇団」によって演 じられた同名の滑稽戯 を原作 としたものであ

る32。滑稽戯版の脚本が入手不可能なため、その全貌を知 ることが叶わないが、演劇理論

家 ・顧仲舞の文章 「滑稽戯について 滑稽戯か ら社会主義喜劇 まで」33内に記 されてい

る本滑稽戯の解説に拠れば、理髪師になろうとする妻にエ ンジニアの夫は 「自分の面子を

潰すな」 と強 く反対す るが、夫の勤め先の党委書記が彼の家を訪ねてきた時、妻が正面
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切って夫の旧思想を暴露する、というス トーリーラインを持つ。本滑稽戯は方言が入 り混

じる滑稽歌や小咄が差 し挟 まれて 「滑稽」の要素を満たしてものの、正統劇風に演出した

ため、劇全体が平板なものとなった と指摘 されている。それに較べ、映画版 『女理髪師』

は、老質 を演 じる韓非、家芳を演 じる王丹鳳、老趙 を演 じる顧也魯、と1940年 代から上

海で活躍 していた名優34が 顔を揃えてスクリーン狭 しと走 り回り、本作の軽妙なコメディ

性を47分 尺の時間内に収めている。そのさまは政治的要請に適 っているか否かを問う前

に、既 に文字通り 「軽喜劇」を体現 している、 と感 じさせるものだ。

本作の 「喜劇」表現 については後述するとして、映画版 『女理髪師』が提示する主題

が、前掲の 『李双双』 と酷似 している点は先ず指摘 してお くべ きだろう。すなわち、社会

主義社会に貢献 したいと願 う家庭主婦が、夫の旧思想の妨害や懸念を受けなが らもその願

望を果たし、輝か しい労働功績をもって女性の社会参与権を立証する。その姿が旧思想を

持った夫への示唆 ・教訓 となる、 というものだ。単純化すれば、『李双双』 と 『女理髪師』

は農村/都 市生活の違いこそあれ、ほぼ同じ主題を有 した物語である。

たす

4-2.夫 に抗えない華家芳、それを援ける婦女たち

ここで注 目したいのが、滑稽戯版から映画版に改編 されるに到って明らかに見える、主

婦 ・華家芳の 「変質」である。「床屋 など人に仕 える卑賎な仕事だ、エ ンジニアである私

が体裁悪い」 と断固反対する夫に対 して、滑稽戯版 「女理髪師』の妻は党委書記に直談

判、夫の男権思想的落伍性を暴露 して夫を狼狽 させている。これは、小資産階級的態度を

改めない金樵やその父の孫有を批判する原作版 ・李双双の、政治的正当性を全面に押 し出

す姿と重なってみえる。

だが、映画版 「女理髪師』の妻 ・華家芳は、夫 ・老質の帰宅の報せを受けるや既に始め

た理髪業のことをどう話そうかと狼狽 し、理髪客 ・老趙の後頭部を誤って刈 り込んでしま

う。帰宅 した老頁に彼女が話を切 り出そうとする度、老頁に 「お茶 をくれ」「食事 はまだ

かな」 と家事を要求され、あくせ くと夫の世話をする。果ては 「出張土産だよ」 と老頁に

厨房道具を渡され、家芳は大人 しく道具を片付ける。

その後 も、寝室で相談を持ち掛けたり、翌朝、老趙の来訪の前に夫を説得 しようとする

家芳だが、「私はね、解放前は会社の社長だった し、今は工場主任 なんだ。その妻が床屋

なんて……、格好がつかない、とい うより話にならんだろう」 と一蹴される。夫 ・老頁が

話す 「解放前」の話は社会主義社会に適応できていない彼の思想の閉鎖性を象徴 した物言

いだが、その旧思想の持ち主である夫に、家庭内会話の中では全 く太刀打ちが出来ていな

い という点が、映画版 『女理髪師』のヒロイン ・華家芳に見える顕著な特徴である。

老質 との思想 闘争 どころか、話 を通す事 さえで きずにいる華家芳 に、勤め先である
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「三八理髪室」の同僚 ・李大姐や、偶然に家芳の悩みを聞いた理髪客の小学校教師、華老

師が応援する。映画版の改編脚本に当たる、「{光然大悟」35には華老師が存在 していない

が、彼女 を映画版に加 えることにより、女性隊伍の層に厚みを増す狙 いがあったのだろ

う。落胆 してパーマセ ット機 に座 り込んだ家芳を、華老師が諭す。「新社会での女性には、

男性 と同じ労働権利が許 されているのよ。ご主人にはそれをきちんと話 して、理解 しても

らわなきゃ。辛抱強 く道理を通 して説得するの。それでも無理なようなら、私だって力に

なるわ1」 李大姐 も家芳 を勇気付ける。「華先

生の言 う通 りよ。男女平等の世の中です もの、

理髪師だって立派な人民奉仕よ1皆 があなたの

味方 だか ら。」二人の言葉 に興奮 し、立ち上

がった家芳はパーマセットに頭 をぶつけ、また

困惑顔に戻 って しまう。「李 さん、華先生、道

理を通そうと思っても、私にはどうしても言い

出せないんです1」 李大姐 と華老師の、女性同

士の理解 と支援を受けはするが、華家芳は結果

的に夫の老質に自らの労働参加 を打ち明けられ

ない。家庭内では、彼女は自己のメンツに拘 る

男権思想的な夫 ・老質に頭 を抑 えられたまま

の、「弱い女性」なのだ。それは、卑屈 に顔 を

歪ませる夫 ・老質 を押 し退け、凛 々しく笑う華

家芳が中央に描かれる公開当時のポスターの意

匠と鮮やかな対照をなしている。 上厭駝影制片咄品 緬翻榔量鰍岡漸

「女理髪師』公開時ポスター

4-3."醜"の 魅カー 夫 ・老質の演技

口先では 「男女平等、新社会の労働には貴賎などなく、全て輝かしいものだ」 と言いな

が ら、妻の華家芳には亭主関白でいたがる"醜"役 の老頁は、『李双双』の孫喜旺に較べ

否定的人物としての要素 を相当に濃 く有 している。「女性労働模範賞」を獲得 して巷で人

気の女性理髪師が 自分の妻であることを知 り、癖毛を立てて吃驚する彼の姿 には、「建前

は新社会に迎合 しているが、家庭内では男権思想を固持する旧思想の持ち主」 という批判

すべ き形象が投影 されているのだが、1957年 以降の新中国 「喜劇」映画を支えた名コメ

ディ俳優 ・韓非の緩急自在な演技が、大 きな 「笑い」の発生点を数多構築 している。その

笑いの質も 『李双双』 とは根本的に異なり、非常にスラップスティックなものだ。

その一場面を例示 してみ よう。同僚の老趙の来訪を受けた際、妻の家芳の言動を不審が
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り、老質が理髪店へ と出勤する彼女を尾行する、という、文学脚本 「{光然大悟」では設定

されていない場面である。

出勤中の家芳。彼女が通 り過 ぎたカーブミラーの裏からヒョイと顔を出す老質は尾

行を始める。上背のバスケットボール選手が歩いていたので、小柄の彼はその選手の

背中に張 り付 き、歩調を合わせて選手を隠れ蓑にする。選手が通 りの真ん中で靴紐を

直そうとしゃがみ込むと、姿が露出した老質 も慌てて しゃがみ込む。大通 りに出て、

選手はふ と立ち止 まり、ネットに入れてぶら下げていたボールを肩に投げ掛ける。選

手が方向を換えて去って行 くと、彼の背後に居た老質が、ボールの直撃を喰 らって帽

子 と眼鏡をずらして目を回している。36

この ドタバタ喜劇的な 「可笑 しさ」は、反右派闘争時期か ら1962年 の間に制作 された

「喜劇」映画の中では極めて珍 しい。 ともすれば、大衆への教育的要素を何 ら内包 しない、

ブルジ ョア趣味の 「笑い」 と排斥 されかねないものである。しか し政治的意図で見れば

「労働に熱 已・な妻を怪 しみ、自らの仕事を放棄 してまで姑息に妻 を尾行する否定的人物へ

の嘲笑」の範疇 として容認されたものと考えられる。因みに、この場面の後、「家芳が偶

然華老師と出会い、彼女の勤務先である小学校の前で立ち話をする。登校中の小学生達が
"華先生

、おはようございます ビ と挨拶する。尾行 していた老質はそれを聞いて、妻の

理髪師への強い願望は冗談で、小学校の先生になっていた、と誤解 して安堵する」 という

プロットが続 く。これによって夫 を説得できない 「弱い」華家芳が、彼の疑念を退けて理

髪に専念できる、という物語展開上の辻褄合わせが可能になっている。文学脚本 「'胱然大

悟」に登場 しない華老師が当該映画作品に追加 されたのは、このような物語展開上の必要

があったからでもある。

名優 ・韓非は"醜"役 ・老質を大胆に演 じてみせ、本作の中で最 も印象の深い形象を作

り上げている。老買の 「頑固な男権思想」ゆえ、華家芳が 「説得できない」と悩む状況に

も真実味が加わることにもなり、また老頁の 「間抜け」振 りが、華家芳の 「女性労働参加

と社会への肯定的貢献」 を結果的に称賛する、という"醜"の ファクターを強固にしてい

る。物語上では妻 ・華家芳の勝利、 という帰結になってはいるが、女性の社会進出を強く

願 う華家芳が旧弊な老買に打 ち勝っていない点か らすれば、家庭内においては 「弱い女

性」であることに違いはない。そ して、「軽喜劇」の枠組で捉 えるならば、老質という形

象の相 当に誇張 された"醜'な くして、本作の 「笑い」は保障 されず、まして華家芳の

「肯定的側面」を浮き彫 りにすることも不可能であった。
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5.農 婦は強 く、都会女性は弱いのか?

5-1.『女理髪師』の評価、『李双双』の評価

1962年 という 「軽喜劇」映画勃興時期 にあって共に創作 された 『女理髪師』 と 「李双

双』であったが、その評価 は劃然 と分かれたものであった。文献資料 を探 る限りでは、

「女理髪師』について高い評価が見受けられない。本作に対する当時の評論は僅かに二篇、

その うち一篇は天馬電影制片廠の副廠長、王世槙による自画 自賛の論評であった37。そし

て文化大革命期には、他の例に漏れず 『女理髪師』 も批判対象 となる。《毒草及有厳重錯

誤影片四百部》38において本作 には 「社会主義の暗部 を暴露 し、労働人民 を醜悪に描 き、

資本家の妻を歌頒 した、低俗趣味に満ち満ちた作品」 と比較的長い批判文が下された。他

作を圧倒する誇張 したコメディ的表現方法が、「低俗趣味」 と論断される口実 を与えてし

まったのである。

それに対 し、『李双双』は輝か しい名声を得る。完成当時、制作廠の海燕電影制片廠指

導部は本作 を重点推薦作 品とみなさず、試写に参加 した評論家たちも 「"喜劇"と 銘打つ

のに愉快ではない」など、決して好評価を与えなかった39。実際、本作のメガホンを執っ

た魯劒 も本作 を 「喜劇」として扱お うとしなかった、と述べる40。 しかし意外 にも、小規

模での公開で好評を得るばか りでなく、周恩来の大絶賛 をも受けることとなる41。周恩来

という後ろ盾を得て海燕廠指導部 も奮い立ち、本作の全国公開に踏み切る。本作は全国で

大反響を呼 び、翌1963年 、第二回 『大衆電影』百花賞 にて最佳故事片賞、最佳劇本賞、

主演女優賞及び助演男優賞の四賞 を独 占、『李双双』ブームの規模を実証 した。文革中に

は 「階級闘争を抹殺 し、人間性論 を宣揚 した」42との批判こそ逃れることができなかった

が、当時の文化部門担当者に周恩来自らが抗議 したという逸話す ら遺 している43。

5-2."李 双双"と いう人物形象が獲得 したもの

上記二作品の評価には勿論、それぞれのヒロイン、華家芳と李双双の人物形象への好感

が大 きく影響 しているだろう。都市/農 村 という生活環境の違いこそあれ、二人のヒロイ

ンとも女性の社会進出を謳ったイコンである。 しか し、それぞれの劇中で彼女 らを見た場

合、労働参加権を獲得すべ く夫の旧態思想 と闘うには、華家芳は余 りにも非力であり、結

果 「歌頒性喜劇」が提起 した 「喜劇」の支柱、即ち前述の 「誤解 と偶然性」に頼るよりほ

かに、彼女が社会進出を果たす方法はなかった。それに対 し、李双双は女性の労働権獲得

を目指 して夫と喧嘩をし、労働点数に対 し不正は許 さないと敢然 と立ち上がった。結果、

不正を見て見ぬ振 りをする夫 ・喜旺の優柔不断な態度をも改めさせた。李双双は、意志 と

行動で もって新 しき女性像を獲得 した、 と見倣すことができる。

この二作品の人物形象を通 してみれば、筆者が冒頭で提起 した 「推論」、即ち都市圏の
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女性が迅速に社会進出を遂げ、農村婦女が伝統的生活様態を維持せざると得なかった、 と

い う構図は明 らかに 「逆転」 しているように見える。ならば、李双双が 「自らの意志 と行

動」で獲得 した 「新社会の女性像」 とは、いったい如何なる 「像」なのか。それは、男権

思想か ら完全 に解放 された、或いは男権 に代わる女性主権を獲得 した 「像」 と言えるの

か。

ここで再度、饒曙光の論に目を向けてみよう。彼は、李双双が男性の権威を転覆させた

形象ではなく、政治イデオロギー的言説の 「男女平等」を解説 し、民間レベルの言説でい

えばあくまで男権思想に対する 「補充」だと分析 している。女権主義運動が最 も重視する

命題 とは、女性が無償で家事労働を行 うことへの不公平性であり、民間において家事労働

を拒絶することが伝統的男権思想への抵抗の基本形であった44。しかし、李双双が登場す

る場面には家事性労働の動作が多 く伴 ってお り、更には双双 と喜旺が口喧嘩になった時、

双双 は食事の支度を放棄するものの、「家事 は一切や らない1」 と宣言するのではなく、

「食べ させてあげない」程度の抵抗に留まっている。このことから、伝統的男女分業の垣

根は打ち破 られないどころか、巧妙に維持 ・踏襲されている、 と饒曙光は述べる45。

自宅に居る李双双の場面 を細やかに見ると、常に水 を汲んだ り竈に火 をくべたり、麺を

こねたり刻んだ りする所作が入っている。 これにより本作が持つ魅力=日 常の 「生活感」

が強められているが、その 「生活感」 も 「食事の支度をするのは女性」 という男性的視点

を基準 としているからこそ感得するものと気づかされる。また、夫の孫喜旺が集団食堂の

厨房に入 る 「李双双小伝」でのプロットは映画版では完全に消滅、映像上では一度だけ、

李双双の代わりに喜旺が麺を茄でるものの、一人娘の小蘭に 「不味い」 と既 されている。

喜旺=農 民男性が農村婦女に代わり家事労働に従事することは、映画版 「李双双』ではあ

り得なかった、否、意図的に描かれなかったのである。

5-3.張 瑞芳:"李 双双"を 演 じた回想か ら

女 優 の張瑞芳 は、李双 双 を演 じる前 に 「記 録性 芸術 片」 の 『三八河 辺』(1958)に て、

実在 の模範 的農婦 ・陳淑貞 を演 じた。政治 プロパ ガンダの任務 を果 たす ため、張瑞芳 は陳

淑貞 の家 に住み込み、陳淑貞 の姿 を自 らの身体 に反映 させた。虚構 性が徹底的 に排除 され

完成 した本作 はそれで も、「張瑞芳 のほっそ りとした手 は農民 の手で はない」 と批 判 され

た とい う46。男女 の別 な く群 衆 を労働競争 に駆 り立 てる 「大躍進 」時期 には 「女優」 とい

う 「虚構 性」 を棄 てるよう求め られた張瑞芳 であったが、「調整時期」 に移行 して もなお、

「虚構 性」 を排 除する訓練 を課せ られていた。

中央電視 台 イ ンタ ビュー番 組 『大家 』 の2010年10月3日 放送 回 「張瑞 芳一 難忘李 双

双」47内で、92歳 になる張瑞芳 は往 年 を回想 し、 クラ ンクイ ン してか らとい うもの監督 に
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麺打 ちの練習 をいつ もさせ られてい た、捏 ねては伸 ば し、切 ってはまた捏ね直 し、 ひたす

らそ の作 業 を続 けた、 と述べ てい る。 「三八河 辺』 の時 と同様 、劇 中の 「虚構性」 を消去

して い くプ ロセス と して、彼 女 に は 「麺 打 ち」 の技 術 が 必要 で あ った。 しか しそ れ は

「三八 河辺』 の ように 「男女 の別」 の放 棄 を要求 されたので はな く、 いつ もや ってい る よ

うに上手 に 「麺打 ち」 をこなせ る、家事 に長けた農村婦 女の人物形象が求め られ た。彼女

の演 じる李 双双 とい う形象 には、男女 の別の 「垣根」 を越 えるこ との ない、 「女性 」の像

が色濃 く投 影 されていたのであ る。

ところで、張瑞芳 と 『李双双』監督 ・魯劒 には大 きな意識 の溝 があった ようで ある。張

瑞芳 はイ ンタビューの 中で幾度 も 「監督 には度胸が無か った」 と繰 り返 しなが ら話 してい

る。「今 、あ りのままでやれるな ら、 もっとオーバ ーに演 じていただろ う、 クシ ャミを無理
や

矢理抑 えたような気持 ちで はな く、 もっ と爽快 に、大 っぴ らに演 ってみ たか った」48。李准

の映画用改編脚本 を読 んだ張瑞芳 は、その実直 で爽快 なキ ャラクターに魅了 され たが、撮

影 中は魯 劒 に抑制 した演技 を要求 され た とい う。「い いか ら抑 え気味 に演 じろ、で ない と
"労働人民 を歪曲 した"と 批判 され るぞ」49とい う魯劒 に

、張瑞芳 は事あ る毎に歯 向かった。

快活 に笑 う双双 の場面 に、魯劒 は 「口に手 をやってフ フフ、 とい う感 じで」 と指示 を出す

が、張瑞芳 は思 い切 り笑 ってみせ た。毎 日言い争 いの絶 えない撮影 をア ップさせ た後、張

瑞芳 は魯 劒 に言った とい う。「生 まれ変 わって も、ア ンタとは絶対仕事 しない」50。

「労働人民 の歪 曲」 との声 を怖 れる魯朝 の心 中は想像 に難 くない。「喜劇」 ジャンル映画

に携 わる人 間が この一点 によ りその命 運 を分か たれてい たの は事実 である。 ま して小心翼

翼 として撮 り切 った前作 「今 天我休 息』 が 「歌類性 喜劇 」の典型作 品 と持 て難 された以

上、 「李双双』 での失敗 は万一 に も許 されない。 また一方、「李 双双小伝」の絶賛 とい う後

押 しを受 けて制作 され る、同原作者脚本の映画化 である以上、そ こに描かれ る快活 な農婦

を大手 を振 って演 じたい、 とい う女優 ・張瑞芳の欲望 も充分 に理解 で きよう。監督の魯劒

に 「脚本 の一字一句換 えるな1」 と命令 した とい う逸話 に も、その情熱 の痕跡 を窺 うこ と

が で きる51。 ここに、監督 業(=男 性)の 立場 と、女優業(=女 性)の 立場 との 間に も在

る 「垣根 」 を見 るこ とが可能 であ ろ う。 「伝 統的男 女分業 」 なる もの に敷 術す るな らば、

「外 で働 く」監督 ・魯劒 は政策方針 ・社会 動向 とい う 「外」 に注意 を払 いなが ら、粛 々 と

自 らの任務 を遂行せ ねばな らなか った、そ して 「家 を守 る」女優 ・張瑞芳 は、一映画作品

「李双 双』 とい う 「家」 の完 成度 を高 めるべ く演技 に拘 り続 けた。最終 的に、女性 で ある

張瑞芳 を して金輪際一緒 に仕事 しない と言 わ しめたのは、独 り魯劒の臆病 に要 因が あるの

で はな く、映画制作 現場全 体、 ひいて言 えば新 中国社 会 その ものが男 権思想 的構造 物で

あった ことの、顕れであろ う。
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6.む すびにかえて

一見、社会主義国家建設の模範た り得る新女性の形象 として燦然 と輝 くようにみえた

「李双双』のヒロイン像であったが、結果的には男性を中心 とする労働の補充要員 となっ

て農村発展に 「協力」 し、同時に男性が求める伝統的な 「良妻賢母」の形象をも強化、継

承 していた点が浮かび上がってきた。「男勝 り」な性格の李双双は、夫 ・喜旺 を打倒 して

まで 自らの 「女権」を顕示 したわけではない。「大躍進運動」時期に描かれた原作小説の

李双双にはその力量が見えたが、その 「女権」 も社会的要請により 「男性化」が強制され

た産物であろう。政治運動 という熱病が去 り、大衆が 「日常」へ と回帰 した時、李双双 も

男権思想的枠組の中での理想的女性 として 「日常」に降 り立ったのである。

一方、『女理髪師』のヒロインである都市の婦女 ・華家芳は、夫の 「男権思想」 に辟易

して社会進出への意志を明確に表すことがで きずにいた。李双双と華家芳は表象こそ相反

するが、共に 「男権」 という範疇に収め られた 「女性」であることに大 きな相違はなかっ

たのである。

この視点で"十 七年"喜 劇電影 を振 り返ると、ある共通の傾向が浮かび上がってくる。

「調刺喜劇」代表作である 『不拘小節的人』(1957)は 、口では 「調刺」文芸の力量で社会

の悪癖を駆逐することを熱弁する若 き文芸評論家に憧れを持ちなが ら、彼の不道徳振 りを

徹底的に皮肉るヒロインが劇作家 ・何遅の原作中に描かれたのに対 し、スクリーンでは彼

の不道徳振 りを知ったヒロインがベ ッドに伏 して泣 き叫ぶ52。 また、内部矛盾 と闘う若 き

労働者群像 を描いた 「喜劇」映画 「幸福』(1957)で は、集団労働 を優先 して男性 との

デー トを断るヒロインを劇作家 ・丈明之が原作脚本で活写 しているものの、映像化された

ヒロインは、嬉々としてデー トへ赴 く姿へ と変貌する53。旧社会の残津への攻撃や、新社

会への積極参与 といった政治イデオロギー的要請から、女性達は悉 く将外へ と逐われ、

「稚気」や 「か弱さ」、「天真燗漫」 といった性格が添付 される。ここには、社会主義社会

の高遇な革命精神を女性 に課すことを是 としない、「男性の論理」が厳然 と存在 している

ように見えるのである。

映画史 ・都市文化研究者である戴錦華は、"十 七年電影"時 代において、政治イデオロ

ギー体系がハ リウッドを代表とする古典西洋映画の映像言語、即ち 「男性の欲望(男 性が

見る)/女 性形象(女 性が見 られる)」 の主従関係を消失 させたが、映画における男権秩

序を覆したわけではな く、「強大な父権イデオロギーが作 り上げる修正された物語」がそ

れに代替 したと分析 し、以下のような特徴を持つと指摘する。

第一に、この新型の経典的映画群("十 七年電影"を 指す:引 用者注)は 殆 ど例外

なく権威的視点(そ れは決 して男性の欲望的視点ではないが、勿論男性か ら発せ られ

たものである)の なかで女性が叙述 されるのであり、女性が 自ら陳述するものではな
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い。第二に、女性形象が再び男性の欲望や眼差 しに晒 される客体 として存在すること

はなくなったが、彼女らは同様に男性か ら独立 した性別集合体 として存在することも

なく、中心的視点を占有 したり、発信する者には尚更なり得なかった。54

この 「権威的視点」を放つイデオロギーが、社会主義国家建設を推進する中国共産党の

ものであることは言うまで もなかろう。その 「強大」な 「父権」=「 男権」を超える、 よ

り 「強大」なものに男権性組織(即 ち映画制作現場)は 付 き従い、その枠組の中で是 とさ

れる論理に準 じて 「女性」は描かれた。都市の女性 ・華家芳は勿論のこと、農村新女性像

を一身に背負った李双双 も畢寛、この 「男性の論理」の延長線上に 「配置」された人物形

象なのだ。

が、別の視点から以下のようにも指摘で きよう。第二回 『大衆電影』百花賞で主演女優

賞を獲得 した当時の印象をインタビュアーに尋ね られた老齢の張瑞芳はこのように答えて

いる。「『李双双』は何 も大 きな物語を持っているわけで もなく、ただ碩末な生活を描いて

いるだけ。あんなに大 きな反響があったのは、その生活の描かれ方が、活 き活 きとしてリ

アルだったからでしょう。」55この 「リアル」に描かれた 「生活」については、男女の別な

く同意できる点であろう。ならば、当時の男女大衆は、1960年 代初頭の 「調整時期」に敷

かれ直 した 「伝統的男女分業」(男 女バーター式 「社会主義分業」の対極にあるもの)に

対 し拒絶反応を示 さない、誤解を怖れずに言えば、身の丈に合った親和性 さえ、感 じてい

たのではないか。男 も女 も超人になることを求められた 「大躍進」の狂乱か ら覚醒 し、創

作者側が、また鑑賞者側が期せず して求めたのは、据わ りのよい 「伝統的」な男女の別

だったのである。そ して、現代の鑑賞者 も同 じ価値観を何処かで共有するからこそ、今な

お 『李双双』 を経典 と見倣すことに違和感を持たないのではなかろうか。

注

1日 中戦争後、重慶で話劇公演 に従事 していた名女優 を指す。 白楊、紆繍文、秦 冶 と共

に、張瑞芳が名 を連 ねた。

2中 華 人民共和 国成 立年の1949年 か ら、文 化大革命発動 前1965年 までの17年 間 に制

作 された、社会主義 国家建設の プロパ ガ ンダを担 った映画 を指す。

3「 張瑞芳:"真 的,我 只是一個聴話 的演員而已"」(2012年7月9日 、中国新聞網)よ り。

http://www.chinanews.com/cul/2012/07-09/4019569.shtml

41962年 、海燕 電影制片廠 、脚本:李 准、監督:魯 剃 、出演:張 瑞芳 ・仲星火 ほか。

5解 放 直前 の1949年9月 、 中国人民 政治協商会議 にて新 国家 が拠 るべ き人民民 主主義

の綱領 と して採択 された 「共同綱領」 第六条 は女性 の解放 に触れ、「婦人 を束縛 す る
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6

7
」

8

9

10

ll

12

13

14

封建制度 を廃止」、「生活各方面 において全 て男子 と同様 の権利 を保有」、「男女婚姻の

自由 を実行」 と宣言 した。小野和子 『中国女性史』(平 凡社 、1978年11月20日)参 照。

1958年 に開始 され た急進 的社会 主義国家建設運動。「大 いに意気込 み、常 に高い 目標

を掲 げ、 よ り多 く、 よ り早 く、 よ り良 く、 よ り経済的 に社会主義建設 を進め る」 とい

う 「社会主義建設の総路線」が提唱 され、人民公社化、土法炉 による製鉄運動 な ど現

実 を無視 した運動 を推進 したため農村 部 では2000万 ～5000万 人 の飢餓者 を発生 さ

せ、 国家経済 を疲弊 させ るに至 る。提 唱者 毛沢東 は 自己批 判 を行 ない国家主席 を辞

任、 これ によ り当該運動 は収束 した。

張揚監督の オムニバ ス映画 「愛情麻辣漫』(1997)第 二話 「麻将」 よ り。

1962年 、天 馬 電影 制 片廠 、脚 本:銭 鼎 徳 ・丁 然、監 督 ・丁然 、 出演:王 丹 鳳 ・韓

非 ・顧也魯 ほか。

「喜劇 」 と括弧付 きで記 す理 由は、 中国"十 七 年"時 期 の当該 ジャンル映画 が決 して

単 一 な コメデ ィ性 を意 味 す る もので は な く、社 会 主義 中 国の欠 点 を陰湿 に誹 る メ

ソ ッ ドにな り、 また逆 に社会主義 国家建設 中の良好 な現象や人物 を誇張 して描 く際 に

利用 され るな ど、政局 と共 に紆余 曲折の道 を辿 るためで ある。

解放 直後 、私営映画会社 が国家管理下 に置かれ る前 の1950年 で は全 国公 開劇 映画が

26篇 、映 画 国有 化 の嗜矢 とな った 『武訓伝 』批 判 が展 開 され た1951年 で は18篇 、

翌52年 には8篇 に激減 している。 「中国芸術 影片編 目1949-1979』 上巻(1982年6

月、文化芸術 出版社)参 照。

1953年 に全 国文協 と中央 電影局が 共同主宰 す る 「第一届全 国電影劇 本創作会 議」 と

「第一届電影芸術工作会議」の総括 として政務 院政務会議で通過 した決定。1953年12

月24日 。脚本創作 の組織化 、映画制作制度 の改善 な ど、五項 目に亘 る決定 がな され

た。

「百花斉放 ・百家争鳴」方針 の略称。1956年5月2日 、毛沢東が最 高国務会 議で提唱

した もので、党が あ らゆる分野 の人材 よ り多種多様の意見 を求め る政策方針 を意味す

る。 これ によ り知識 人の党へ の批判 が強 まった1957年6月 には毛沢東 に よ り 「反右

派 闘争」へ の舵 きりが なされ、党へ の批判 を行 なった知識人 を粛清す るこ とになる。

呂班:1913-1976。1936年 に上海の業余劇人協会 に参加、翌年 に1930年 代上海映画代

表作 『十 字街頭 』 に準主演 を演 じる。 また 「国防映画 」 と称 され る 『青年 進行 曲』

(1937)に もコメディ リリーフ として出演 し、「中国のチ ャプ リン」 と渾名 され る。 日

中戦 争 に入 る と延安 に赴 き入党、1948年 には旧 ・満 州映画協 会 を接 収 した東北 電影

制片廠 に派遣 され主要創作人員 として活躍、後 に長春電影制片廠専属監督。

『新 局長 到来 之前』(1956年 、長春 電影制 片廠 、原作:何 求、改 編:干 彦 夫、 出演:
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李景波 ・浦克ほか)、 「不拘小節的人』(1956年 、長春電影制片廠、原作 ・脚本:何

遅、出演:白 穆 ・黄娩蘇 ほか)、 『没有完成的喜劇』(1957年 、長春電影制片廠、脚

本:呂 班 ・羅泰、出演:方 化、韓蘭根ほか)の 三篇。

151958年5月 、周恩来が劇映画制作廠廠長会議代表に対 し 「大躍進の時代 を活 き活 き

と捉えるため、人民生活に深 く入 り込み、単なる記録映画ではない、芸術性風格を豊

かに有する映画を制作すべ き」 と建議、それによって生まれた映画ジャンル。

161900-1995年 、劇作家。1920年 に日本留学をした際左翼文芸に接触、帰国後に魯迅

率いる左翼作家連盟の組織準備工作を行なう。1932年 より上海映画界 と接点を持ち、

左翼映画創作の一翼 を担 う。新中国成立後は文化部に属 し文芸政策を統制しなが ら、

魯迅原作 『祝福』の映画脚本改編など創作面で も活躍する。

171960年4月 に中国電影工作者聯誼会が開催 した新型 「喜劇」映画座談会にて、劇作

家の馬少波が本作 を称賛 して述べた発言。「暢談喜劇 《今天我休息》座談会」、

『電影芸術』1960年 第6期 掲載。

18『 五朶金花』:1959年 長春電影制片廠、脚本:季 康 ・公浦、脚本:王 家乙、出演:楊

麗坤、莫梓江 ほか。 『今天我休息』:1959年 海燕電影制片廠、脚本:李 天済、監督:

魯劒、出演:仲 星火、上官雲珠ほか。前者は 「建国十周年記念映画」 として夏術自身

が創作を統率、完成させたものであるが、後者は制作が間に合わず、公安部の 「人民

愛護月間」キャンペーン作品として翌60年 元旦に公開された。

19北 京で行なわれた 「文芸工作座談会」 と 「故事片創作会議」により、文芸表現形式の

多様化、描 く題材の自由選択などが提唱された。周恩来 「在文芸工作座談会和子事変

創作会議上的講話」、1961年6月19日 。

20本 梗概 は、『李双双 従小説到電影 』(中 国電影出版社、1963年9月)所 載の

ショット脚本 と、中影音像出版社発行のVCD『 李双双』の映像 を参考にした。

21李 准著、『人民文学』1960年 第3期 掲載。

22本 梗概は、王蒙主編 『中国新文学大系1949-1976』 第7集 短篇小説巻1所 載の当

該小説を参照 した。

23李 准 「向新人物精神世界学習探索 《李双双》創作上的一些感想」、『李双双 従

小説到電影 』(前 掲)参 照。

24孫 徳元 「"醜"与"美"的 対立統一 浅析"十 七年"電 影中的喜劇表演創作」、「当

代電影』2007年 第6期 参照。

25明 代の短篇小説集 『清平山堂話本』巻二に収められる。知力に富み道理に適う物言い

をする女性 ・李翠蓮が、旧道徳に拘る嫁 ぎ先の家に容認されず、出家する物語。

26清 代初期の文言小説。蒲松齢作。鋳雪斎抄本 「柳斎志異』巻二に収録される。始終笑
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い転 げて歯 に もの着せ ぬ物 言い をす る美 しい娘 ・嬰寧 が狐 の子であ る ことも知 らず、

書生 の王子服が彼女 に一 目惚れ し、恋煩 いになる物語。

27饒 曙光 「《李双双》与民 間文化及其喜劇精神」、 「当代電影』2005年 第5期 。

28衰 成亮 「電影 《李双双》誕生記」、 『百年潮』2006年 第6期 参 照。

29馬 徳波 「中国電影喜劇発展的玖珂道路」 『電影文化』1981年 第1期 参照 。

30『 李双双 従小説到電影 』(前 掲)シ ョッ ト脚本参照。 尚、 日本語訳 にあた って

は問ふ さ子 「中国映画 『李双双』 日本語字幕」(福 岡大学研究部論集A:人 文科学編

VoLllNo22011年11月)を 参考 にした。他の台詞翻訳箇所 において も同様である。

31本 梗概 は、伯 佳人電影宝庫系列発行 のVCD「 女 理髪 師』 映像 を参考 に した。

32本 作 オープニ ングタイ トルにこの旨のテロ ップが明示 されてい る。

33『 戯劇研 究』1960年 第一期原載 、 『喜 劇電影討論 集』(1963年7月 、中国電影 出版社)

所収。

34韓 非:1919-1985年 、1940年 初頭 よ り映画俳優業 に従事、 日中戦争後 に文華電影公

司 な どで 「太太万歳』 『艶陽天』 な どに出演 。1949年 に香港 に渡 り映画俳優 と して活

躍す るが、1952年 に大陸 に戻 り、上海電 影制片廠所 属 の喜劇 俳優 と して活躍 。王丹

鳳:1925年 一、1941年 よ り女優業 に就 く。 日中戦 争期 は 『狼火 は上海 に揚 る』 な ど

の 日中合作 映画 にも出演、1948年 に香 港 に渡 るが51年 に帰 国、上海電 影制片廠 専属

女優 として 「調刺喜劇」 タ ッチ の 『護士 日記』や古装戯 「桃花扇』 な どに出演。顧也

魯:1916-2009年 、 日中戦 争期 に南 芸劇社 を組織 し 「日出』 「重 慶二 十四小 時』 な

どの話劇 に出演 。1947年 よ り香港 で大 光明影片公司 を立 ち上 げる も51年 に帰国、上

海電影 制片廠 に所属。 『宋景 詩』 『不夜城』 「子夜』 な どシ リアス ドラマ を得 意 と した

が、 『女理髪師』で初 の 「喜劇」映画 出演。

35銭 鼎徳 ・丁然著、 「電影文学』1962年 第6期 原載 。

36当 該場面 につい てはVCD『 女理 髪師』 映像(前 掲)を 参 照 した。

37こ の二 篇 は、王 昭棟 「賛"侍 侯 人的 人"影 片 《女理 髪 師》 観 後」(『中国青 年

報』、1963年2月16日)と 、王世禎 「笑着,向 旧思想、 旧習慣 開火 調 刺喜劇 片

《女理髪師》観後随筆」(『大衆電影』、1963年 第1期)。

381968年1月 、紅代会北 京電影学 院井 商山文芸兵 団 ・江蘇省無 産階級 革命 派電 影批 判

聯絡姑 編。 『中国電 影研究 資料1949-1979』 下巻(呉 迫編 、2006年6月 、文化 芸術

出版社)所 収。

39「 電影 《李双双》誕生記」(前 掲)参 照。

40魯 劒 「《李 双双 》的導演 分析和構 思」 よ り。 『李双 双 従 小説到 電影 』(前 掲)

所載。
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42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

張瑞芳 が1962年 秋 に 日本訪 問 を果た した後 、旧交のあ る郵穎超 と北京 で会 見、夫の

周恩来が 『李双双』 を 「生活の息吹があ る、何故 カラー作品 に しなか ったのか」 と称

賛 してい たこ とを訊 く。 「電影 《李双双》誕生記」(前 掲)参 照。

《毒草 及有厳 重錯誤 影片 四百部》(前 掲)よ り。当該批 判文 に見 える 「人間性論 」 と

は、原文 にて"人 性論"と 記 し、文芸創作上 で膠着化す る階級概 念 を打破 す るため、

人物形象 に多 く 「人情味」 を付与す る試み として双百方針時期 に提起 された理論。集

体革命運動 を妨 げる もの として反右派 闘争～大躍進運動期 には忌避 され たが、調整政

策で再度運用、文化大革命期 に改め て攻撃対象 となる。

「電影 《李双双》誕生記」(前 掲)参 照。

『中国女性 史』(前 掲)に は、封建 的家族 制度 にお いて女性 が 「三台(竈 、井 戸、臼)

を離 れず」 の弊習 に縛 られて家庭 内奴隷 の様相 を呈 して いたが、新婚姻 法 の施行 に

よって夫権か らの解放の機会 を得 た状況が解説 され てい る。

「《李 双双》与 民 間文化及其 喜劇精神 」(前 掲)第3節 「相 関連接:女 権 主義及其他 」

参照。

劉文兵 『映画の なかの上 海一 表象 としての都 市 ・女性 ・プ ロパ ガ ンダ 』(慶 鷹

義塾大学 出版会、2004年12月10日)第2部 「女 の都 ・上海 」参照 。

現代 中国 の科 学 ・教 育 ・文化 の領 域 で大 い なる貢献 を果 た した人物 を紹介、 イ ンタ

ビューす る教養番組。本編 は本論考脱稿 の時点で は 「中国網路電視台 科教台」 中の

バ ックナ ンバ ーで鑑賞可能。

http://kejiao.cntv.cn/character/dajia/classpage/video/20101003/100050.shtml

『大家』「張瑞芳 難忘李双双」 回よ り。

「電影 《李双双》誕生記」(前 掲)参 照。

『大家』「張瑞芳 難忘李双双」 回よ り。

「電影 《李双双》誕生記」(前 掲)参 照。

『何遅 文集』(百 花 文芸 出版社、1998年4月)所 載 の原作脚本 と、伯佳 人電影宝庫 系

列発行 のVCD『 不拘小節 的人』 映像 の比較 に拠 る。

拙稿 「"娯楽"映 画へ の指向1957年 作 品 『幸福 』の場合 」(中 国文芸研 究会

『野草』69号 、2002年2月1日 発行)参 照。

戴錦 華 「性 別与 叙事:当 代 中 国電影 中的女 性」 よ り。 『霧 中風 景 中 国電影 文化

1978-1998』(北 京大学 出版社 、2000年5月)所 収。 尚、本文 は 『中国映画 のジ ェ

ンダー ・ポ リテ ィ クス』(戴 錦 華 著 ・宮 尾 正樹 監 訳 ・舘 か お る編、御 茶 の水 書 房、

2006年12月22日)に も引用 されてい るが、訳 文は筆者 が修正 した ものである。

『大家』「張瑞芳 難忘李双双」 回よ り。
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